








1.はじめに 

新生児医学の進歩により,極小未熟児,超未熟児の生存率が上昇すると共に乳児健診におい

て,これらの小児を診察する機会が増加している。極小未熟児,超未熟児そのものがハイリ

スク因子であるが,低出生体重児は全出生数の約 8%であり,これらをすべてリスク児とし

て扱うことは効果的でない。そこで我々は 3才迄経過観察した未熟児 1870 例の資料をもと

にして周産期の諸因史と予後との関係を検討したところ,在院日数,出生体重,在胎週数,性

差,出生の場所などが相関する因子であることが判った。そのうち在院日数は最も相関係数

が高いものであった。そこで我々は慈恵医大で出生した未熟児の周産期と発達の記録をも

とにして,未熟児の在院日数と神経学的予後について検討し,2～3 の結果を得たので報告

する。 


